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勝央町の
１年間の
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上半期（１月～６月）
１月３日　成人式

２２日　消防団出初式

２９日　スキー・スノーボード教室

２月５日　横仙歌舞伎四季の公演「冬」

９日 合同相談

１２日　第２４回丸山百々三杯

少年サッカー大会

１８日　第１７回女性ユニホック大会

１９日　かつたっ子フェスティバル

第２２回町民サッカー大会

３月３日　保健福祉大会

５日 第２２回金時健康マラソン大会

８日～１７日　町議会第１回定例会

１１日　第７回チャリティーゴルフ大会

１９日　第１回町民音楽祭

消防操法訓練大会

４月１日　勝央町地域包括支援センター設置

１５日　ポンテ・ペルレ２００６

１６日　スポーツ少年団入団式

２３日　勝田郡消防操法訓練大会

第１７回ムサシカップ

少年サッカー大会

５月１１日　合同相談

１４日　第１７回ゆっくり走ろう

サイクリング大会

１７日～１９日　モンゴル国

ウブルハンガイ県知事来町

２９日　サンサン学園開講式

６月４日～　町民球技大会

１９日～２３日　町議会第２回定例会

２６日～３０日　地区別行政懇談会

下半期（７月～１２月）
７月２日　町内一斉環境美化の日

粗大ゴミ収集

７日　坂上二郎主演劇

「富豪と、嘘と、のぞみ」

７日～１４日　町訪問団モンゴル国

ウブルハンガイ県親善訪問

９日　第１７回金太郎フェスタ

１３日　合同相談

１６日　勝央中学校吹奏楽部

第２回サマーコンサート

１７日　第３５回美作地区

スポーツ少年団柔剣道大会

３０日　夏休み親子ミュージカル

「オズの魔法使い」

８月８日　中学生夏休み保育

ボランティア体験

８日・１７日　夏休み子ども料理教室

９日～１０日　夏休みふれあいキャンプ

２０日　第２５回金時祭

９月１１日　勝央中学校体育祭

１１日～１４日　町議会第３回定例会

２４日　小学校運動会

１０月１日　健康づくりフェスティバル

７日　保育園運動会

１１日　植月小学校すもう大会

１８日　ちびっこまつり

１９日　合同相談

２７日　スクールコンサート

１１月１１日～１２日

第１０回古吉野地区作品展

１２日　第１０回高取地区文化祭

消防放水訓練大会

１９日　第３５回勝央町１周駅伝大会

第８回植月コミュニティセンター

ミニ文化祭

２６日　第２回金時ふれあい

バレーボール大会

１２月３日　町内一斉環境美化の日

粗大ゴミ収集

２８日～３０日　消防団年末夜警

成
人
式

１
月
３
日
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
成
人
式
に
１
６
０
人
（
男

性
８７
人
、
女
性
７３
人
）
が
参
加
し
、

成
人
の
仲
間
入
り
を
祝
い
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
に
は
、
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
軽
食
を
囲
ん
で
懇
親

会
。
旧
友
た
ち
と
再
会
し
、
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

金
時
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

３
月
５
日
に
行
わ
れ
た
金
時
健
康

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
約
２
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
春
の
到
来
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
、
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の

園
内
を
心
地
よ
く
走
り
ま
し
た
。

ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
知
事
来
町

５
月
１７
日
か
ら
１９
日
ま
で
、
勝
央

町
と
の
よ
り
一
層
の
交
流
を
願
い
、

ウ
ブ
ル
ハ
ン
ガ
イ
県
知
事
の
エ
ル
デ

ン
ビ
リ
ク
ト
氏
が
勝
央
町
を
訪
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
県
知
事
の
招
待
を
受

け
、
７
月
７
日
か
ら
８
日
間
、
西
田

町
長
を
団
長
と
す
る
訪
問
団
が
ウ
ブ

ル
ハ
ン
ガ
イ
県
を
訪
問
し
ま
し
た
。

地
区
別
行
政
懇
談
会

６
月
２６
日
か
ら
３０
日
ま
で
、
各
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
で
地

区
別
行
政
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
今

後
の
課
題
や
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
、
説
明
と
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。

金
時
祭

８
月
２０
日
、
１
日
間
に
濃
縮
し
た

金
時
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
金
時
歌

謡
シ
ョ
ー
で
は
、
香
田

晋
さ
ん
、

音
羽
し
の
ぶ
さ
ん
、
藤
原

浩
さ
ん

を
招
き
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
歌
と

ト
ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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０
０
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中
学
生
職
場
体
験

１１
月
８
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
３
日
間
、
勝
央
中
学
校
２
年
生
の
職
場
体
験
が
町
内
６０
事
業
所
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
４
回
目
と
な
る
中
学
生
職
場
体
験
。
中
学
生
た
ち
は
「
働
く
」
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い

う
こ
と
か
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
与
え
ら
れ
た
仕
事
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

勝
央
町
役
場
総
務
部
に
は
、
坂
元
貴
臣
く
ん
が
訪
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
所
で
の
職
場
体
験
の

取
材
や
広
報
紙
の
紙
面
づ
く
り
、
放
送
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
特
集
の
文
章
、
写
真
は
坂
元
く
ん
が
編
集
し
た
も
の
で
す
。
坂
元
く
ん
が
取
材
を
通
じ
て

感
じ
た
各
事
業
所
で
の
中
学
生
の
奮
闘
を
紹
介
し
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
（
事
業
所
の
紹
介
）

き
ず
な
、
南
光
荘
、
縫
夢
ｉ
ｎ
ｇ
、
竹
内
長
男
様
苺
ハ
ウ
ス
、
大
土
井
モ
ー
タ
ー
ス
、
カ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
杉
山
、
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
、
岸
本
牧
場
、
岡
山
県
林
業
試
験
場
、
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
関
西
育
種
場
、
エ
ス
テ
ッ
ク
、
オ
ー
ト
ボ
デ
ィ
Ｇ
・
Ｔ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
プ
リ
ス
、
野
上
石

油
、
大
正
製
薬
、
釣
谷
電
子
、
勝
英
自
動
車
学
校
、
太
平
台
医
院
、
さ
と
う
記
念
病
院
、
さ
と
う

記
念
病
院

老
人
保
健
施
設
、
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
勝
央
店
、
緑
ヶ
丘
ゴ
ル
フ
、
ビ
ッ
グ
、
金
時

フ
ァ
ー
ム
、
小
林
医
院
、
日
野
屋
、
大
村
医
院
、
小
坂
田
歯
科
医
院
、
小
坂
田
医
院
、
岸
本
モ
ー

タ
ー
ス
、
麺
＆
居
酒
屋
ふ
れ
ん
ず
、
安
藤
味
噌
こ
う
じ
製
造
所
、
幸
や
ミ
ー
ト
、
バ
ッ
カ
ス
小
林
、

マ
ル
イ
勝
央
店
、
板
屋
、
ハ
ピ
ー
マ
ー
ト
勝
央
店
、
は
ま
だ
や
、
勝
央
苑
、
勝
英
農
協
、
農
業
資

材
店
舗
み
ど
り
、
植
月
郵
便
局
、
勝
央
郵
便
局
、
勝
央
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
勝
間
田
小
学
校
、

植
月
小
学
校
、
古
吉
野
小
学
校
、
勝
央
町
役
場
（
関
連
施
設
を
含
む
）

（
順
不
同
）

僕は他の生徒が職場体験しているようす
を取材に行きました。働いていた同級生た
ちは、みんな真剣で、やる気が溢れていま
した。無線放送では、話すスピードが速す
ぎて、何度も失敗しました。誰が聞いても
はっきりと伝わるようにすることは、とて
も難しいことだと思いました。
この職場での経験をこれから生かしてい
けたらと思います。有意義な３日間を過ご
すことができました。

�
こ
れ
か
ら
取
材
に
出
発

�
無
線
放
送
に
挑
戦

一
人
ひ
と
り
の
夢

育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―

〜
１２
月
４
日
か
ら
１０
日
は
人
権
週
間
〜

勝
央
町
と
勝
央
町
教
育
委
員
会
で
は
人
権
週
間
に
あ
た
り
、
人
権
相
談
、
人
権
問
題

講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

昭
和
２３
年
１２
月
１０
日
、
国
連
で
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
１２

月
１０
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
毎
年
１２
月
４
日
か
ら
１０
日
ま
で

の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
よ
り
広

く
国
民
の
間
に
人
権
尊
重
の
思
想
の
普
及
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。

《
強
調
事
項
》

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
等
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

・
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し

よ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は

や
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

・
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う

・
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
認
識
を
深
め
よ
う

人
権
相
談

勝
央
町
で
は
、
人
権
に
関
す
る
家
庭
内
や

隣
近
所
と
の
も
め
ご
と
な
ど
、
身
近
な
問
題

や
悩
み
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
の
一
助
に
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
う
え
で
、
こ

れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ

た
り
、
法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
分
か

ら
な
く
て
困
っ
た
と
き
は
、
ど
ん
な
小
さ
い

こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時
　
１２
月
７
日（
木
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所
　
勝
央
町
役
場
２
階
会
議
室

▼
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

安
東
　
正
年
（
畑
　
屋
）

小
林
三
智
子
（
美
　
野
）

水
島
　
武
文
（
植
月
北
）

人
権
問
題
講
演
会

勝
央
町
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
問
題
の

解
決
を
め
ざ
し
て
人
権
問
題
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

今
回
の
講
師
は
、
真
庭
市
の
宝
福
寺
住
職

正
親
隆
哲
氏
で
す
。
聖
徳
太
子
十
七
条
憲
法

を
中
心
に
、
人
間
と
は
何
か
を
考
え
、
現
在

の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解
決
策
を
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時
　
１２
月
６
日（
水
）

１３
時
３０
分
〜

▼
場
　
所
　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
講
　
師

宝
福
寺
住
職
　
正
親
隆
哲
氏

▼
演
　
題

「
和
ヲ
以
ッ
テ
貴
シ
ト
為
ス
」

■坂元貴臣くんの奮闘

取
材
に
行
っ
た
と
き
、
２
人
は
車
の
部
品

を
分
解
し
て
い
ま
し
た
。
２
人
と
も
と
て
も

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

２
人
は
こ
の
職
場
を
希
望
し
た
理
由
を

「
車
が
好
き
で
こ
う
い
う
仕
事
を
し
て
み
た

か
っ
た
か
ら
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
職
場
の

人
は
、「
緊
張
し
て
い
る
の
で
早
く
仕
事
に

慣
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
覚
え
て
も
ら

い
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

オートボディＧ・Ｔ

体験者　平尾勇人・橋本雄貴

勝
央
郵
便
局
で
は
、
切
手
の
販
売
や
消
印

の
押
印
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
ま

し
た
。
２
人
は
こ
の
職
場
を
希
望
し
た
理
由

を
「
貯
金
や
配
達
の
仕
事
を
体
験
し
て
み
た

か
っ
た
か
ら
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
職
場
の

人
は
、「
２
人
と
も
目
的
意
識
を
持
っ
て
働

い
て
い
ま
す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、

物
を
運
ぶ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

勝央郵便局

体験者　神田昌洋・板倉大典

大
正
製
薬
の
工
場
は
と
て
も
広
い
の
で
、

谷
本
く
ん
と
皆
木
く
ん
は
別
々
の
と
こ
ろ
で

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
２
人
は
こ
の
職
場

を
希
望
し
た
理
由
を
「
大
正
製
薬
で
は
ど
ん

な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
体
験
し
て
み
た

か
っ
た
か
ら
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
職
場
の

人
は
、「
２
人
と
も
礼
儀
正
し
く
、
と
て
も

頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
は
、

お
客
さ
ん
の
健
康
に
も
気
を
つ
か
う
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
興
味
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

大正製薬（株）岡山工場

小
坂
田
医
院
で
は
、
患
者
さ
ん
の
血
圧
を

測
っ
て
い
る
下
山
く
ん
の
姿
が
見
え
ま
し

た
。
明
井
く
ん
は
、
先
生
の
話
を
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

取
材
に
訪
れ
た
と
き
は
患
者
さ
ん
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
、
２
人
と
も
と
て
も
忙
し
そ
う

に
働
い
て
い
ま
し
た
。
職
場
の
人
は
、「
緊

張
し
な
が
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

小坂田医院

体験者　下山容広・明井優希

体験者　谷本悠樹・皆木哲也

オートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・ＴオートボディＧ・Ｔ
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オートボディＧ・Ｔ

勝央郵便局

大正製薬（株）岡山工場

小坂田医院



平
成
１８
年
秋
の
叙
勲
で
、
元
勝
央
町
長
の
植
月
和
男
さ

ん
が
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

植
月
さ
ん
は
、
昭
和
５４
年
か
ら
１９
年
間
の
永
き
に
わ
た

り
、
勝
央
町
長
と
し
て
産
業
振
興
や
公
共
下
水
道
整
備
な

ど
の
地
方
自
治
振
興
へ
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
受
章
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

秋
の
叙
勲

旭
日
小
綬
章

植
月
和
男
さ
ん（
植
月
中
）
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１０
月
１８
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
第
６
回
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
、
親
子
約
１
１
０
組
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
〜
親
子
で
ふ
れ
あ
い
・
み
ん
な
で
楽
し

く
世
代
交
流
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
今
回
の
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
。
始
め

に
全
体
で
集
ま
り
、
親
子
ス
キ
ン
タ
ッ
チ
教
室
や
バ
ン
ド
演
奏
を
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
各
あ
そ
び
ご
と
に
分
か
れ
た
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

栄
養
委
員
に
よ
る
「
手
づ
く
り
お
や
つ
コ
ー
ナ
ー
」
や
手
づ
く
り
の

ワ
ニ
た
た
き
や
魚
釣
り
が
で
き
る
「
わ
い
わ
い
遊
び
コ
ー
ナ
ー
」、

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
つ
く
ら
れ
た
家
や
ト
ン
ネ
ル
の
あ
る
「
ダ
ン
ボ
ー
ル

コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
が
あ
り
、
コ
ー
ナ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

や
愛
育
委
員
、
母
子
ク
ラ
ブ
役
員
の
皆
さ
ん
に
遊
び
方
を
教
わ
り
な

が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

１１
カ
月
の
乳
児
の

保
護
者
（
勝
間
田
）

は
、「
た
く
さ
ん
の

催
し
物
が
あ
っ
て
、

す
ご
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
子
ど
も
と

一
緒
に
遊
ぶ
際
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
感
想
を

話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

楽
し
い
遊
び
に
大
満
足

ち
び
っ
こ
ま
つ
り

１０
月
１１
日
、
植
月
小
学
校
に
あ
る
日
本

で
唯
一
の
角
土
俵
で
植
月
小
学
校
す
も
う

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
初
め
て
す
も
う
大
会
に
参
加
す

る
１
年
生
が
自
分
で
手
書
き
し
た
色
彩
豊

か
な
化
粧
回
し
を
身
に
ま
と
い
、
土
俵
入

り
し
て
か
わ
い
い
姿
を
披
露
し
、
会
場
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

試
合
は
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
自
分
で
名
づ
け
た
し
こ
名
を

呼
ば
れ
る
と
、
土
俵
上
で
は
本
物
の
相
撲

取
り
の
よ
う
に
蹲
踞
（
そ
ん
き
ょ
）
で
始

ま
り
、
取
り
組
み
の
あ
と
、
礼
で
終
わ
り

ま
す
。
各
学
年
、
男
子
も
女
子
も
力
強
く

全
身
で
ぶ
つ
か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
た
び

た
び
行
わ
れ
る
激
し
い
取
り
組
み
に
、
会

場
か
ら
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。 体

と
心
で
体
当
た
り

植
月
小
学
校
す
も
う
大
会

�
か
わ
い
い
化
粧
回
し
が
ず
ら
り

平成19年11月2日～6日開催

第
19
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
な
び
ピ
ア
岡
山
２
０
０
７

「
ま
な
び
ピ
ア
岡
山
２
０
０
７
」
と
は
、
来
年
１１
月
２
日
か

ら
６
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
全
国
規
模
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
こ
と
で
、
官
民
協
働
の
県
民
総
参
加
に
よ
り
生
涯
学
習

へ
の
意
欲
を
高
め
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を
目
的
と
し
ま
す
。

１９
回
目
を
数
え
る
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

岡
山
県
下
す
べ
て
の
市
町
村
が
参
加
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
始
ま
っ
て
以
来
、

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

勝
央
町
で
は
、
平
成
１９
年
１１
月
３
・
４
日
の
２
日
間
、
開
催

し
ま
す
。
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

９月２７日、第１９回全国生涯学
習フェスティバル勝央町実行委員
会が立ち上がりました。実行委員
会には、展示部会、ステージ発表
部会、スポーツレクリエーション
部会、講座・ワークショップ部会、
産業観光物産部会の５つの部会が
設置され、フェスティバルに向け
てのスタートが切られました。

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

�
魚
釣
り
を
楽
し
む
子
ど
も
た
ち

１０
月
１４
日
、
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス

岡
山
で
第
３９
回
岡
山
県
農
林
漁

業
功
労
者
表
彰
が
行
わ
れ
、
山

下
敏
一
さ
ん
が
農
産
部
門
農
林

水
産
部
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。山

下
さ
ん
は
、
昭
和
５５
年
か

ら
転
作
作
物
と
し
て
の
黒
大
豆

栽
培
に
取
り
組
み
、
町
特
産
物

を
め
ざ
し
て
本
格
的
な
育
成
を

推
進
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成

７
年
に
は
、
勝
央
町
黒
大
豆
部

会
の
発
足
と
同
時
に
会
長
に
就

任
し
、
町
・
農
協
・
普
及
セ
ン

タ
ー
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
展
示
圃
で
の
技
術
開
発
や

講
習
会
、
研
修
会
な
ど
を
企

画
・
実
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
は
、
そ
の
功
績

が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
農
業
の
振
興
に
尽
力

岡
山
県
農
林
漁
業
功
労
者
表
彰

山
下
敏
一
さ
ん（

岡
　
）

おめでとうございます

高
齢
者
叙
勲
で
、
元
勝
央
町
議
会
議
員
の
植
月
綾
夫
さ

ん
が
１０
月
１
日
、
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

植
月
さ
ん
は
、
昭
和
４１
年
か
ら
延
べ
１２
年
間
、
町
議
会

議
員
と
し
て
地
方
自
治
振
興
へ
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
受
章
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

高
齢
者
叙
勲

旭
日
単
光
章

植
月
綾
夫
さ
ん（
植
月
中
）

平
成
１８
年
秋
の
叙
勲
で
、
元
勝
央
町
消
防
副
団
長
の
大

谷
凖
作
さ
ん
が
消
防
功
労
に
よ
り
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

大
谷
さ
ん
は
、
昭
和
３０
年
に
入
団
以
来
、
３２
年
間
在
職
。

昭
和
５１
年
か
ら
は
副
団
長
と
し
て
地
域
住
民
の
安
全
に
心

血
を
注
が
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
間
に
は
福
吉
地
区
区

長
、
農
業
委
員
な
ど
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
受
章
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。

秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章

大
谷
凖
作
さ
ん（
福
　
吉
）
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ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
１８
回
黒
瀬
杯
争
奪
剣
道
大

会
（
１０
／
８
東
広
島
市
）

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

準
優
勝
　
養
徳
館

（
中
学
校
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

◇
第
３８
回
新
宮
選
抜
剣
道
錬
成

大
会
（
１０
／
１５
た
つ
の
市
）

（
中
学
校
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

◇
第
４５
回
吉
備
津
彦
神
社
奉
納

剣
道
大
会
（
１０
／
２２
岡
山
市
）

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

第
３
位
　
養
徳
館

（
中
学
校
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館

◇
第
３３
回
中
国
な
ぎ
な
た
選
手

権
大
会
（
１１
／
５
出
雲
市
）

﹇
演
技
競
技
﹈

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
福
田
有
気
・
梶
並
優
里
香

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
左
子
未
弓
・
木
村
有
希

（
中
学
校
の
部
）

第
３
位
　
植
月
小
也
香

片
岡
愛
結
美

﹇
試
合
競
技
﹈

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
梶
並
優
里
香

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
木
村
有
希

準
優
勝
　
左
子
未
弓

（
中
学
校
の
部
）

優
　
勝
　
片
岡
愛
結
美

第
３
位
　
植
月
小
也
香

（
高
校
の
部
）

優
　
勝
　
竹
久
春
香

準
優
勝
　
野
上
絵
未

（
成
年
女
子
の
部
）

第
３
位
　
植
月
孝
子

（
高
校
男
子
の
部
）

準
優
勝
　
村
本
　
徹

（
成
年
男
子
の
部
）

第
３
位
　
安
達
一
郎

◇
第
２９
回
中
国
地
区
空
手
道
選

手
権
大
会
（
１１
／
５
美
作
市
）

（
小
学
校
高
学
年
女
子
組
手
の
部
）

第
３
位
　
安
藤
結
捺

◇
第
２２
回
勝
央
町
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
１１
／
７
旧
勝

央
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

優
　
勝
　
古
吉
野
チ
ー
ム

準
優
勝
　
観
音
寺
チ
ー
ム

第
３
位
　
勝
間
田
チ
ー
ム

◇
第
３５
回
勝
央
町
１
周
駅
伝
大

会
（
１１
／
１９
勝
央
町
内
）

（
小
学
校
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
勝
間
田
サ
ッ
カ
ー
Ａ

準
優
勝
　
養
徳
館
剣
道
部

第
３
位
　
植
月
サ
ッ
カ
ー
少
年
団

（
小
学
校
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館
剣
道
部

準
優
勝
　
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
Ａ

第23回勝央町交流囲碁大会

（11／12旧老人福祉センター）

■Ａクラス　　　　　　■Ｂクラス

優　勝　万代猛夫　　　優　勝　池田国財

準優勝　岡本常義　　　準優勝　佐古　榮

第３位　土岐　隆　　　第３位　植月綾夫

１１
月
号
広
報
紙
Ｐ
６
「
第
６１

回
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
で
紹

介
の
「
植
月
考
子
」
さ
ん
は

「
植
月
孝
子
」
さ
ん
の
誤
り
で

し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

訂
正
と
お
詫
び

１１
月
１２
日
、
第
４９
回
西
日
本

な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
が
大
阪

府
住
吉
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
岡
山
県
な
ぎ
な
た

連
盟
チ
ー
ム
が
試
合
競
技
（
団

体
の
部
）
で
み
ご
と
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
植
月
孝
子
さ

ん
、
山
下
美
由
貴
さ
ん
、
杉
田

洋
子
さ
ん
、
濱
岡
紀
久
子
さ
ん
、

加
藤
友
相
さ
ん
の
５
人
で
、
３９

年
ぶ
り
４
回
目
の
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

西
日
本
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
で
み
ご
と
優
勝

第
３
位
　
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
Ｂ

（
中
学
校
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
勝
央
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
Ａ

準
優
勝
　
勝
央
中
野
球
部

第
３
位
　
勝
央
中
剣
道
部

（
中
学
校
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
勝
央
中
Ｔ
＆
Ｆ
Ｃ

準
優
勝
　
勝
央
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

第
３
位
　
勝
央
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部

（
高
校
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
勝
間
田
高
校
野
球
部
Ａ

準
優
勝
　
勝
間
田
高
校
野
球
部
Ｂ

（
一
般
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
消
防
勝
央
出
張
所
Ａ

準
優
勝
　
八
幡
塾

第
３
位
　
消
防
勝
央
出
張
所
Ｂ
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よく噛んで食べることは、唾液の分泌を活発化し、脳に刺激

を与え、体の運動能力にも好影響を与えます。逆に、噛む力が

低下すると、唾液の分泌も悪くなり、口の中に食べカスがたま

りやすくなってしまいます。その結果、虫歯や歯周病、口腔疾

患や誤嚥性肺炎等の引きがねになってしまうことがあります。

口の中を清潔にして、噛む力を向上させましょう。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�
３８
―
３
０
２
８

お
口
の
体
操

実
践
し
よ
う
介
護
予
防

お
口
の
健
康
を

保
つ
た
め
に

よ
く
噛
ん
で

食
べ
る

よ
く
噛
む
こ
と
は
、
噛
む
力
そ
の

も
の
を
高
め
ま
す
。
柔
ら
か
い
物
ば

か
り
に
か
た
よ
ら
ず
、
何
で
も
よ
く

噛
ん
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
噛

む
力
や
飲
み
込
む
力
が
低
下
し
て
い

る
場
合
は
、
食
べ
物
を
柔
ら
か
く
し

た
り
細
か
く
し
た
り
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。大

切
な
毎
日
の

歯
磨
き

高
齢
者
は
歯
茎
が
縮
ん
だ
り
エ
ナ

メ
ル
質
が
す
り
減
っ
た
り
し
て
い
る

の
で
、
虫
歯
や
歯
周
病
に
も
な
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
歯
磨
き
で
口

の
中
を
清
潔
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。
入

れ
歯
の
場
合
は
、
入
れ
歯
洗
浄
剤
な

ど
を
使
う
と
ブ
ラ
シ
で
は
と
り
に
く

い
汚
れ
も
落
ち
る
の
で
、
定
期
的
な

併
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

歯
が
抜
け
た
部
分
は

歯
医
者
さ
ん
に
相
談

歯
が
抜
け
て
し
ま
う
と
、
噛
め
な

い
だ
け
で
な
く
噛
み
合
わ
せ
の
バ
ラ

ン
ス
に
も
影
響
し
ま
す
。
早
め
に
歯

医
者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

歯
医
者
さ
ん
で

定
期
検
診

自
分
の
口
の
中
の
状
態
を
専
門
家

に
定
期
的
に
診
て
も
ら
う
こ
と
も
大

切
で
す
。
虫
歯
や
歯
周
病
の
早
期
発

見
に
も
つ
な
が
り
、
そ
れ
だ
け
治
療

も
簡
単
に
な
り
ま
す
。

舌を出して、上下左右に
動かす

口を大きく開けて、舌を
出したり引っ込めたりする

口を閉じたまま頬をふくら
ませたりすぼませたりする



Life

飲酒量と死亡率の関係�

死
亡
率�

１日の飲酒量（純アルコール換算）�
0

20ｇ�
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節度ある飲酒で健康を守ろう！
年末年始が近づいてきました。これからの季節は忘

年会や新年会など、お酒を飲む機会も多くなります。

しかし、過剰な飲酒は健康を害したり、さまざまな問

題を引き起こすことにつながります。適度な飲酒で健

康を守りながら、楽しくお酒を飲みましょう。

飲
酒
量
と
死
亡
率
の
関
係
を
示
す

左
の
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
一

般
に
お
酒
を
適
度
に
飲
ん
で
い
る
人

の
死
亡
率
は
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
適
量
を
過
ぎ
て
飲
む
と
、
急
激

に
死
亡
率
が
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

適
量
の
お
酒
は長

寿
の
秘
訣

純
ア
ル
コ
ー
ル
で
換
算
す
る
と
、

１
日
平
均
２０
ｇ
程
度
が
適
量
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
女
性
や

高
齢
者
は
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

が
高
く
な
り
や
す
い
の
で
、
さ
ら
に

量
を
少
な
く
抑
え
ま
し
ょ
う
。

主
な
お
酒
の
１
日
当
た
り
の

お
お
よ
そ
の
適
量

（
純
ア
ル
コ
ー
ル
換
算
２０
ｇ
）

・
ビ
ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
１
本

（
５
０
０
ml
）

・
日
本
酒
な
ら
１
合
（
１
８
０
ml
）

お
酒
の
適
度
な
量
は

・
ワ
イ
ン
な
ら
グ
ラ
ス
１
・
５
杯

（
１
８
０
ml
）

・
焼
酎
な
ら
１
０
０
ml

・
ウ
イ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
な
ら
６０
ml

空
腹
時
に
お
酒
を
飲
む
と
、
胃
や

腸
で
ア
ル
コ
ー
ル
が
素
早
く
吸
収
さ

れ
る
た
め
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

が
急
に
上
が
っ
て
、
悪
酔
い
し
た
り
、

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
招
く
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
。
身
体
に
負
担
を
か

け
な
い
よ
う
に
、
お
酒
を
飲
む
と
き

は
何
か
を
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。ア

ル
コ
ー
ル
の
分
解
・
処
理
は
肝

臓
で
行
わ
れ
ま
す
。
毎
日
の
飲
酒
や

大
量
の
飲
酒
で
１
日
に
処
理
で
き
る

能
力
以
上
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
っ
て

く
る
と
、
肝
臓
の
機
能
が
追
い
つ
か

ず
、
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
週
に
２

日
は
肝
臓
を
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
と
き
は
ノ
ー
ア
ル
コ
ー
ル

薬
物
治
療
中

薬
の
効
果
を
強
め
た
り
弱
め
た
り

と
、
身
体
に
と
っ
て
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

入
浴
・
運
動
中
及
び
そ
の
前
後

心
臓
に
二
重
の
負
担
を
か
け
て
危

険
で
す
。

肝
臓
は
週
休
２
日
制
に

妊
娠
中

胎
盤
を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
に
ア
ル

コ
ー
ル
が
入
る
と
、
知
能
や
身
体

に
発
育
障
害
な
ど
を
持
っ
て
産
ま

れ
て
く
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

授
乳
中

母
乳
を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
に
ア
ル

コ
ー
ル
が
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
高
校
３
年
生
の

３
人
か
ら
２
人
に
１
人
が
飲
酒
し
た

こ
と
が
あ
る
と
い
う
報
告
（
健
康
日

本
２１
）
も
あ
り
ま
す
。
未
成
年
者
が

す
ぐ
に
お
酒
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ

う
な
環
境
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

未
成
年
者
の
飲
酒
が

好
ま
し
く
な
い
理
由

・
大
人
よ
り
も
短
期
間
で
身
体
に
悪

未
成
年
者
の
飲
酒
は

厳
禁

好
き
な
飲
酒
も
度
を
越
す
と
、
人

に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
健
康
を
害
す

る
原
因
と
な
り
ま
す
。
お
酒
と
ど
の

よ
う
に
付
き
合
っ
て
い
く
か
、
健
康

と
の
関
係
を
理
解
し
て
自
分
に
と
っ

て
一
番
よ
い
方
法
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

お
酒
と
上
手
に

付
き
合
え
る
生
活

財
団
法
人
日
本
食
生
活
協
会

「
食
育
の
日
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り

お
酒
は
食
事
と
一
緒
に

お父さん、お母さん忘れてい

ませんか？

食べることは、生きることの

基本です。

「食育」は、改まって取り組

むものではなく、毎日の食卓か

ら自然に学び身についていくも

のです。何をどのように食べて

育つかは、勉強や遊び、運動を

するのと同じように、子どもた

ちの成長に関わるとても重要な

ことです。

影
響
が
生
じ
る
。

・
身
体
の
成
長
（
身
長
・
体
重
な
ど
）

を
妨
げ
る
。

・
脳
細
胞
の
発
育
を
妨
げ
る
。

・
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
が
早
い
時
期
に

つ
く
ら
れ
る
。

・
無
理
に
飲
酒
す
る
こ
と
が
多
く
、

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
を
起
こ
し

や
す
い
。

・
煙
草
や
覚
醒
剤
に
手
を
出
す
き
っ

か
け
に
な
り
や
す
い
。
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ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット
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朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
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ノースヴィレッジ
　　イベント情報
ノースヴィレッジ
　　イベント情報12月の

ノースヴィレッジ
　　イベント情報

朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物や特�
産加工品、衣類、日用品やおもちゃなど各種ありますよ。�

ファーマーズ朝市＆
　　　フリーマーケット

10月15日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�

連絡先：朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234�
　　　　フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-944-8215　�

休園日及び年末・年始の営業のお知らせ休園日及び年末・年始の営業のお知らせ休園日及び年末・年始の営業のお知らせ
　12月から2月までの間は、毎週火・水曜
日を休園とします。日を休園とします。ただし、ただし、12月26日（火）（火）、
27日（水）（水）は営業します。は営業します。�
　年末　年末・年始は年始は12月28日（木）（木）からから1月1日
（月）（月）まで休園とさせていただきます。まで休園とさせていただきます。�
　新年は　新年は1月2日（火）（火）から営業します。から営業します。特
に1月2日と日と3日には毎年恒例の日には毎年恒例の『お正月祭『お正月祭
り』を開催します。餅つき大会、たこあげ大
会、会、羽根突きなどファーマーズでのお正月羽根突きなどファーマーズでのお正月
をお楽しみください。をお楽しみください。�

　12月から2月までの間は、毎週火・水曜
日を休園とします。ただし、12月26日（火）、
27日（水）は営業します。�
　年末・年始は12月28日（木）から1月1日
（月）まで休園とさせていただきます。�
　新年は1月2日（火）から営業します。特
に1月2日と3日には毎年恒例の『お正月祭
り』を開催します。餅つき大会、たこあげ大
会、羽根突きなどファーマーズでのお正月
をお楽しみください。�

《黒大豆の収穫体験》

日　時 １２月中旬～２４日（日）の土・日・

祝日

１１：００～１２：００

内　容　見晴らしのよい大豆畑で作州黒の

収穫体験。

料　金 ２００円／１００ｇ

《野菜の収穫体験》

日　時 １２月中の土・日・祝日

１４：００～１４：３０

内　容　園内の畑で白菜と大根の収穫体験。

料　金　白菜 １５０円／１株

大根 １００円／１本

《イチゴ狩り体験》

日　時 １２月中旬～来年６月末頃まで

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

内　容　園内のイチゴハウスで、美味しい

いちごのもぎ取り体験。

料　金 ２００円／１００ｇ

《ファーマーズ朝市＆フリーマーケット》

日　時 １２月１７日（日）

９：００～１４：００

場　所　ノースヴィレッジ駐車場

内　容　朝市とフリーマーケットを同時開

催。新鮮な農産物や特産加工品、

衣類、日用品やおもちゃなど各種

あります。
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お知らせのページ�

役場への電話・メール

総　務　部（�３８－３１１１）
soumu@town.shoo.lg.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（�３８－３１１２）
sangyou@town.shoo.lg.jp

土木・都市計画
（�３８－３１１３）

kensetsu@town.shoo.lg.jp

税務住民部
税　務（�３８－３１１４）
zeimu@town.shoo.lg.jp

国　　 保（�３８－３１１５）
戸籍・年金（�３８－３１１６）
choumin@town.shoo.lg.jp

健康福祉部（�３８－７１０２）
福　祉
fukushi@town.shoo.lg.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

上下水道部（�３８－３１１７）
上　水
suidou@town.shoo.lg.jp

下　水
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出　納　室（�３８－１７５１）
suitou@town.shoo.lg.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（�３８－１７５２）
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育（�３８－１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局（�３８－１７５４）
gikai@town.shoo.lg.jp

お
知
ら
せ�

……�

申
請�

平
成
１８
年
度
分
の
特
定
疾
患
闘
病

者
激
励
金
の
申
請
受
付
を
行
い
ま

す
。

▼
受
給
対
象
者

１２
月
１
日
（
以
下
「
基
準
日
」）

に
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人

①
基
準
日
以
前
に
１
年
以
上
勝
央
町

内
に
居
住
し
て
い
る
人

②
岡
山
県
難
病
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
り
、
特
定
疾
患
及
び
小

児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

の
認
定
を
受
け
て
治
療
中
の
人
及

び
腎
不
全
等
に
よ
り
人
工
透
析
を

週
１
回
以
上
受
け
て
い
る
人

③
前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
世
帯
の

人
④
基
準
日
に
②
の
支
給
要
件
を
有
し

て
い
る
人

⑤
申
請
人
及
び
そ
の
世
帯
員
の
中

に
、
町
税
（
使
用
料
・
徴
収
金
を

含
む
）
の
未
納
が
な
い
人

特
定
疾
患
闘
病
者
激
励
金
の

申
請
受
付

法
務
局
の
担
当
者
が
次
の
と
お
り

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
堅
く
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

１２
月
１７
日（
日
）

１０
時
〜
１５
時

▼
場
　
所

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

（
津
山
市
山
北
５
２
０
）

▼
相
談
内
容

土
地
・
建
物
や
会
社
の
登
記
、
夫

婦
・
親
子
関
係
、
い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
、

人
権
問
題
等

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
地
方
法
務
局
津
山
支
局

�
２２
―
９
１
５
７

「
法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
」を

開
設
し
ま
す
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求人情報が閲覧できます
勝央町役場産業建設部カウンター前に、求人情報

検索用のパソコンを設置しました。

ハローワークインターネットサービスにより、ハ

ローワーク美作に提供している町内企業の求人情報

を見ることができます。

ご自由にご利用ください。

�問い合わせ先
勝央町役場産業建設部　�３８－３１１２

▼
激
励
金
の
額

年
額
６
万
円

▼
受
付
場
所

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部
（
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

▼
持
参
物

・
印
か
ん

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
難
病

治
療
の
人
）
ま
た
は
特
定
疾
病
療

養
受
療
証
。（
人
工
透
析
の
人
）

な
い
場
合
は
、
申
請
書
に
医
師

の
証
明
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
者
名
義
の
通
帳
。
対
象
者
が

未
成
年
の
場
合
は
、
保
護
者
名
義

の
通
帳
。

▼
申
請
受
付
期
間

１２
月
１
日（
金
）〜
８
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
健
康
福
祉
部

�
３８
―
７
１
０
２

平
成
１８
年
度
分
の
父
子
家
庭
激
励

金
の
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。
該
当

さ
れ
る
人
で
、
支
給
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

父
子
家
庭
激
励
金
の

申
請
受
付

▼
受
給
対
象
者

①
申
請
時
に
、
１
年
以
上
勝
央
町
内

に
居
住
し
て
い
る
人
で
、
妻
と
死

別
ま
た
は
離
婚
し
、
１８
歳
未
満
の

児
童
を
同
居
扶
養
し
て
い
る
父
親

②
申
請
人
及
び
そ
の
世
帯
員
の
中

に
、
町
税
（
使
用
料
・
徴
収
金
を

含
む
）
の
未
納
が
な
い
人

※
所
得
制
限
あ
り

▼
激
励
金
の
額

１
人
目
　
　
　
１
万
円
／
月

２
人
目
以
上
　
５
千
円
／
月

※
１
年
分
を
１
回
に
ま
と
め
て
１２
月

に
支
給
し
ま
す
。

▼
受
付
場
所

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部
（
２
番

窓
口
）

▼
持
参
物

戸
籍
謄
本
、
住
民
票
、
申
請
書
、

受
取
希
望
金
融
機
関
届
、
印
か
ん

（
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
は
１２
月
１
日

以
降
に
証
明
し
た
も
の
）

▼
申
請
期
間

１２
月
１
日（
金
）〜
１２
日（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

�
３８
―
３
１
１
５

平
成
１９
年
度
の
町
内
各
保
育
園

の
入
園
を
次
の
と
お
り
受
け
付
け

し
ま
す
。

▼
募
集
定
員

・
勝
間
田
…
…
２
０
０
人

・
植
　
月
…
…
８０
人

・
吉
　
野
…
…
４５
人

・
古
吉
野
…
…
４５
人

・
高
　
取
…
…
４５
人

▼
保
育
時
間

８
時
〜
１７
時

た
だ
し
、
勝
間
田
保
育
園
で
は

７
時
３０
分
か
ら
１８
時
３０
分
ま
で

で
、
以
後
１９
時
ま
で
は
延
長
保
育

と
な
り
ま
す
。（
有
料
）

▼
申
込
説
明
会

平
成
１９
年
１
月
１０
日（
水
）

１３
時
３０
分
〜
　
各
保
育
園
で

▼
受
付
期
間

平
成
１９
年
１
月
１１
日（
木
）〜

１２
日（
金
）

各
保
育
園
で

▼
入
園
対
象
児

平
成
１３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

平
成
１９
年
度
保
育
園
新
入
園
児
募
集

普
通
食
と
な
っ
て
い
る
児
童
。
た

だ
し
、
勝
間
田
保
育
園
で
は
生
後

５
カ
月
以
上
の
乳
児
も
入
園
で
き

ま
す
。

▼
入
園
の
条
件

・
保
護
者
が
町
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
こ
と
。

・
「
保
育
園
に
入
園
で
き
る
基
準
」

に
合
致
し
て
い
る
こ
と
。

▼
提
出
書
類
等

入
園
申
込
書
、
源
泉
徴
収
票
、

課
税
証
明
書
、
就
業
証
明
書
等

※
詳
し
く
は
、
各
保
育
園
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
間
田
保
育
園

�
３８
―
２
１
７
９

植
月
保
育
園

�
３８
―
２
３
６
６

吉
野
保
育
園

�
３８
―
５
０
２
５

古
吉
野
保
育
園

�
３８
―
２
８
３
８

高
取
保
育
園

�
３８
―
２
６
５
５

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
農
家
の
皆
さ
ん
の

申
請
に
基
づ
き
作
成
し
て
い
ま
す
。

申
請
書
は
、
１
月
号
広
報
紙
と
一

緒
に
１２
月
末
に
配
布
し
ま
す
の
で
、

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請

▼
選
挙
権
を
有
す
る
人

①
勝
央
町
に
住
所
を
有
す
る
人

②
満
２０
歳
以
上
の
人
（
昭
和
６２
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

③
１０
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
人
及
び
そ
の
人
の
同
居
の
親
族

ま
た
は
配
偶
者
で
、
年
間
６０
日
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人

▼
提
出
期
限

平
成
１９
年
１
月
１０
日（
水
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
産
業
建
設
部
内

農
業
委
員
会
事
務
局

�
３８
―
３
１
１
２

※
該
当
者
で
、
申
請
書
が
届
か
な
い

人
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
１８
年
工
業
統
計
調
査
を

１２
月
３１
日
現
在
で
行
い
ま
す

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を

対
象
に
、
１２
月
か
ら
来
年
１
月

に
か
け
て
、
統
計
調
査
員
が
調

査
票
を
持
参
し
て
伺
い
ま
す
。

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
統
計
法
に
よ
り
厳

重
に
秘
密
が
保
護
さ
れ
、
目
的

外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な
記
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

�
３８
―
３
１
１
１
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募
集�

（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

冬
期
（
２
・
３
月
）
海
外
派
遣
事
業

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
内
　
容

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
文
化
交
流
、
語

学
研
修
な
ど

▼
派
遣
先

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス

国
際
交
流
事
業

参
加
者
募
集

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人

の
事
業
主
、
ま
た
は
会
社
等
の
役
員

が
事
業
を
辞
め
た
り
退
職
し
た
場
合

に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を

図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準

備
し
て
お
く
国
が
つ
く
っ
た
共
済
制

度
で
、「
小
規
模
企
業
の
経
営
者
の

た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
も
言
え
ま

す
。こ

の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
け
金
は

全
額
所
得
控
除
と
な
り
、
受
け
取
る

共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い
、
ま
た
は

公
的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り

ま
す
。
問
い
合
わ
せ
と
加
入
申
し
込

み
は
、
近
く
の
商
工
会
、
商
工
会
議

所
、
青
色
申
告
会
、
金
融
機
関
の
窓

口
で
お
願
い
し
ま
す
。

小
規
模
企
業

共
済
制
度

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
な
ど

▼
対
　
象

１８
歳
以
上
の
人
（
高
校
３
年
生
を

含
む
）

▼
申
込
期
限

平
成
１９
年
１
月
１５
日（
月
）

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒

１
６
０
―
０
０
０
４
　
東
京
都
新
宿

区
四
谷
２
―
１１
大
村
ビ
ル
３
階
）

�
０３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.kskk.o

r.jp

平
成
１９
年
度
学
生
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

平
成
１９
年
１
月
５
日（
金
）〜

２３
日（
火
）

▼
試
験
日
　

平
成
１９
年
１
月
２９
日（
月
）・

３０
日（
火
）

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
保
健
福
祉
部
施
設
指
導
課

�
０
８
６
―
２
２
４
―
２
１
１
１

自
治
医
科
大
学
学
事
課
（
〒
３
２

９
―
０
４
９
８
　
栃
木
県
河
内
郡
南

河
内
町
薬
師
寺
３
３
１
１
―
１
）

�
０
２
８
５
―
５８
―
７
０
４
５

自
治
医
科
大
学

入
学
者
募
集

お知らせのページ�

乗
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
原
付
バ
イ
ク
や
農
耕
車
が
倉
庫
の
隅
に
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

適
正
な
課
税
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
に
軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
使
用
し
て
い
な
い
バ
イ
ク
な
ど
で
も
、
廃
車
の
手
続
き

を
行
わ
な
い
と
い
つ
ま
で
も
税
金
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
勝
央
町
役

場
で
は
、
１
２
５
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
と
農
耕
車
の
廃
車
手
続
き
が
で
き
ま

す
の
で
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、
勝
央
町
役
場

税
務
住
民
部
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
な
く
し
た

場
合
は
、
２
５
０
円
の
手
数
料
が
必
要
で
す
）

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
の
届
け
出
、償
却
資
産
の
申
告
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
平
成
１８
年
中
に
家
屋（
住
宅
・
車
庫
・
倉

庫
な
ど
）を
新
築
・
増
築
、
ま
た
は
取
り
壊
し
を
し
た
人
は
勝
央
町
役
場
税

務
住
民
部
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
成
１９
年
度
の
償
却
資
産
申

告
時
期
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
１
月
３１
日
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

﹇
償
却
資
産
と
は
﹈

土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
（
農
業
用
を
含
む
）
で
、
そ
の
減
価

償
却
額
（
費
）
が
法
人
税
法
・
所
得
税
法
で
損
金
、
ま
た
は
必
要
経
費

（
減
価
償
却
資
産
）
に
算
入
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
次
の
も
の

が
該
当
し
ま
す
。

・
構
築
物

建
物
付
属
設
備
、
舗
装
路
面
、
看
板
、
受
変
電
設
備
、
予
備
電
源
設
備
、

塀
・
緑
化
施
設
等
の
外
構
設
備
な
ど

・
機
械
及
び
装
置

製
造
設
備
等
の
機
械
、
建
設
機
械
な
ど

・
農
業
機
械
等

・
車
両
及
び
運
搬
具

大
型
特
殊
自
動
車
、
構
内
運
搬
車
な
ど

・
工
具
、
器
具
及
び
備
品

パ
ソ
コ
ン
、
看
板
、
医
療
機
器
、
測
定
工
具
、
理
容
・
美
容
機
器
な
ど

※
固
定
資
産
税
の
家
屋
・
軽
自
動
車
税
等
の
課
税
対
象
と
な
っ
て
い
る
も

の
や
無
形
固
定
資
産
な
ど
は
除
く
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部
　
�
３８
―
３
１
１
４

年
末
年
始
の
犯
罪
・
事
故
防
止

犯
罪
や
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ

る
年
末
年
始
を
迎
え
、
１２
月
１
日
か

ら
翌
年
１
月
５
日
ま
で
の
間
、
県
民

の
皆
さ
ん
に
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
街
頭
に
お

け
る
警
戒
活
動
や
犯
罪
の
未
然
防
止

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
地

域
ぐ
る
み
の
安
全
対
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

１２
月
１０
か
ら
１６
日
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
」
で
す

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
に

関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
、
そ
の

抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
１２
月
１０
日
か
ら
１６
日
ま
で
を

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

美
作
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
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年末年始の勝央町施設等の休業日�
　　　は、業務を休む日、または利用できない日�

勝央町役場�
（日曜窓口も含みます）�

勝央町公民館�

保育園�

勝央図書館�
（館内整理日を含む）�

勝央美術文学館（１２／１８～）�
（展示替え休館を含む）�

勝央文化ホール�

勝央町総合保健福祉センター�
薬草風呂�

ふれあいバス�

小学校（終業式　１２／２２�
　　　　始業式　１／９）�

中学校（終業式　１２／２２�
　　　　始業式　１／９）�

北部グランド、武道館、勤労�
者体育館、野球場（ナイター）�
（申込先：勝央文化ホール　�３８－７０６０）�
スポーツ公園（テニス、多目�
的グランド）、野球場（昼間）�
（申込先：太平台㈱　�３８－５１３１）�

ノースヴィレッジ�

長尾山火葬場�

ゴミ収集�

し尿くみ取り�
（申込先：勝央清掃�

�３８－２２７１）�

１２　　　　月�

火� 日�

７日�２６日�２５日�

月�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

� �

�

�

�
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�
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�
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�

�

�
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�
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�
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�

２７日�

水�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

２８日�

木�

仕事�
納め�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

２９日�

金�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

３０日�

土�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

３１日�

日�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

町内�
のみ�
受付�

�

�

１　　　　月�

１日�

月�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

２日�

火�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

３日�

水�

�

�

�

�

�

成人式�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

４日�

木�

仕事�
始め�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

町内�
のみ�
受付�

�

�

５日�

金�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

６日�

土�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

月　　　日　�
�
�

　施　設　名�

１２月は、月は、し尿くみ取り作業が大変混雑します。し尿くみ取り作業が大変混雑します。１２月２２日（金）（金）までに申し込みのお宅は年内に収集します。までに申し込みのお宅は年内に収集します。�１２月は、し尿くみ取り作業が大変混雑します。１２月２２日（金）までに申し込みのお宅は年内に収集します。�

公民館は現在改装中のため、１月５日（金）から業務を開始します。�公民館は現在改装中のため、１月５日（金）から業務を開始します。�

年末年始の休業のお知らせ
勝央町役場では、年末年始のため、１２月２９日から１月３日までお休みします。

なお、戸籍の届出（死亡届、出生届等）、斎場の予約は日直、宿直が受け付け

します。また、緊急の業務（火災、水道管破裂等）は、随時担当職員が出勤し

て対応します。

勝央町施設等の休業日については、下記の表をご覧ください。



遊びにおいでよ遊びにおいでよ遊びにおいでよ
勝央　　術文学館 勝 央　　書 館美 図

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://www.town.shoo.okayama.jp/museum/index.htm

開館時間：１０：００～18：00 　　　　　　　　　　�
休 館 日：くらしのカレンダーをご覧ください。�
ホームページ：http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

「ランチタイムバッグの本

Hart Warming Life Series」（日本ヴォーグ社）

「ランチバッグ」

と一言に言っても

さまざまな形や大

きさ、用途に合わ

せて工夫されたも

のまでたくさんの

種類があります。

この本ではたて長、

よこ長、ミニトー

ト、ラウンド、

キューブ、真四角の形別にかわいくて、おしゃれな

バッグが紹介されています。各種バッグのつくり方と

お揃いの小物のつくり方も合わせて紹介されていま

す。また、お手持ちのお弁当箱に合わせた寸法の割り

出し方も載っています。かわいい自分だけのオリジナ

ルグッズでランチタイムを一層楽しんでみませんか。

◆おはなしたいむ

絵本や紙芝居の読み聞かせをします。

・日　時：１２月９日（土）

１１時～ ３０分程度

・場　所：勝央図書館

・「アンフェアな月－刑事雪平夏見－」

（秦建日子 著／河出書房新社）

・「中原の虹　第一巻」（浅田次郎 著／講談社）

・「いのちの授業」（日野原重明 著／ユーリーグ）

・「だるまちゃんとてんじんちゃん」

（加古里子 作／福音館書店）

・「カバ！じゃない、サイ！」

（ジェフ・ニューマン 作・

青山南 訳／ほるぷ出版）

・「長生き競争

（星新一のちょっと長めのショートショート８）」

（星新一 作・和田誠 絵／理論社）

児 童 書

一 般 書

新着案内

今月のイベント

おすすめの１冊

【特別展示室】

木村毅の文章修行　其の二

－自筆原稿に見る雑誌投稿作品－

（～１２月１７日�）
【展示室】

コレクション展Vol.１２

「郷土の画家シリーズ

－独立美術協会の作家たち－」

（～１２月１７日�）
【町民ギャラリー１・２】

第２９回瀬戸内版画展－勝央会場－

（１２月３日�～１７日�）

コレクション展Vol.12

「郷土の画家シリーズ－独立美術協会の作家たち－」

独立美術協会は、１９２６年から１９３０年にかけて５

度開催された佐伯祐三、前田寛治を中心とする１９３０

年協会展が発端となり、１９３０年に組織されました。

同会の結成にあたっては、二科会ほかの団体を超え

て気鋭の作家が集まりました。以来、須田国太郎、

小林和作、海老原喜之助等々、近代美術史に多くの

足跡を残した画家らを数多く輩出。本町出身の赤堀

佐兵や水野恭子らも同会で活躍し、独立展へ優れた

作品を数多く出品しました。

本展では、独立美術協会所属の作家として、赤堀

佐兵や水野恭子を中心に川口軌外、高森 明、齊藤

紅一、森 通、秋田寅雄の７人の作品を所蔵作品の

中から紹介します。中でも、赤堀佐兵に師事し、一

貫して風景を描き続けた、齊藤紅一（１９０４～１９９６）

の作品「天地有情」「孔雀のいる風景」は、収蔵後

初公開となりま

す。近代美術を開

拓した彼らの作品

が放つ力強さを実

際に肌で感じてい

ただければ幸いで

す。

今月のトピック

今月の展示

「天地有情」齊藤紅一１９９０年
１６２㎝×２５９㎝

� 2006.12月号�しううおょしううおょ広
報 16



遊びにおいでよ遊びにおいでよ

2006.12月号�しううおょしううおょ広
報

働くゴミ収集車働くゴミ収集車働くゴミ収集車
わたしたちのまちを守っていこう�

環境ゴミ問題　シリーズ�

Ｑ．使い残しの化粧品や
スプレーカンはどのよ
うにして出すの？

Ａ．化粧品の中身は新聞
や古布にくるみ、可燃ゴミ

として出してください。な

お、化粧品のビンは資源と

して回収していませんの

で、不燃ゴミとして出して

ください。

スプレーカンは火の気の

ない風通しのよいところ

で、噴射して中身を空にし、

カンに穴を開けて不燃ゴミ

として出してください。

Ｑ．カサはどのようにし
て出すの？

Ａ．布やビニールは可燃
ゴミへ、骨の部分は不燃ゴ

ミへ分けて出してくださ

い。

このゴミどう出すの？

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
一
般
廃
棄
物
は
市
町
村
で
収
集
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ゴ
ミ
収
集
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
車
が

パ
ッ
カ
ー
車
で
す
。

パ
ッ
カ
ー
車
は
、
ゴ
ミ
が
周
囲
に
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
、さ
ら
に
は
ゴ
ミ
を
巻
き
込
み
な
が
ら
圧
縮
し
た
り
、

収
集
後
は
ゴ
ミ
を
簡
単
に
外
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、勝
央
町
で
活
躍
し
て
い
る
ゴ
ミ
収
集
車
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
と
め

毎
日
、
私
た
ち
の

ゴ
ミ
を
収
集
し
て
く

れ
る
車
に
は
、
こ
ん

な
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

が
あ
る
こ
と
を
皆
さ

ん
ご
存
じ
で
し
た

か
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
立
派
な
収
集

車
も
ゴ
ミ
出
し
ル
ー

ル
を
守
っ
て
い
な
け

れ
ば
、
十
分
に
そ
の

能
力
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
１
月
号
広

報
紙
で
は
、
パ
ッ

カ
ー
車
を
運
転
し
て

い
る
ゴ
ミ
収
集
者
の

ゴ
ミ
出
し
に
対
す
る

思
い
を
紹
介
し
ま

す
。
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■パッカー車とは？

■勝央町にある
ゴミ収集車

①全　長

②重　量

③積載量

④収集物

⑤収集日（土・日・祝日を除く）

①５２４㎝
②３，９００㎏
③２，０００㎏
④可燃、プラス
チックリサイ
クル品
⑤毎日

２ｔパッカー車
①５７５㎝
②４，５１０㎏
③２，８００㎏
④可燃、プラス
チックリサイ
クル品、小型
プラスチック
※１度の収集で
１種類のみ
⑤毎日

３．５ｔパッカー車

①４６９㎝
②２，６２０㎏
③２，０００㎏
④小型金属、唐
津・ガラス類
⑤第３・４週

２ｔダンプ
①５６６㎝
②４，３６０㎏
③２，０００㎏
④カン、ビン、
ペットボトル
（３曹式）
⑤第１・２週

３ｔリサイクルパッカー車

①６６２㎝
②５，７７０㎏
③２，０００㎏
④可燃のみ
⑤毎日

４ｔパッカー車

ゴミから出るよごれなどを�
　　　　　　　　ためるタンク�

ゴミを小さくする機械�

ゲートを開き、�
積み込んだゴミを�
押し出します。�

ゴミを積み込むと、�
プレートは�
奥に移動します。�



サ
イ
モ
ン
勝
央
記�

第�

号�

64
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November 10th, Friday evening.  I
was in my car after a busy day.  "Hey,
what day is it?  Have I done my arti-
cle?  Oh no!"  This was a rare case of
forgetting my mid-month deadlines.

I have developed some good habits
from writing over 60 of these arti-
cles.  For example, I write in
Japanese or in English.  But I don’t
mix them together anymore!  At the
beginning of each month, I have an
idea for a topic.  During the next 2
weeks I develop it little by little with
the help of friends and office col-
leagues.

Why am I starting so close to the
deadline this time?  It is because
this is a big week for me.  I will do a
Japanese speech and an English
teaching seminar.  At the same time
my elementary lessons are going
great.  This has a lot to do with
improved communication with the
teachers.  All three of these things
continue to come together which is
great.  But the deadline is looming, so
I have to go.

NOT A MOMENT TO LOSE 「時間を大切に」

１１月１０日、金曜日の晩。私は車の中で、長い１

日の終わりに独り言を言いました。「え、今日は何

日かな？広報の記事は書いたかな？うそ！まだ！」

これほどすっかり忘れたことはありません。

私は今まで６０以上の連載をして、色々な面で上達

しています。例えば、私は日本語と英語で書きます。

しかし、最初のように英語と日本語が混じることは

なくなりました。いつもは、月初めに一応内容を決

めて、その後、２週間かけて友だちや仕事の仲間と

一緒に形と内容を少しずつ整えていきます。

今月は、締め切りの直前にこの記事を書き始めて

います。なぜなら今週、たくさんの行事があるから

です。日本語で講演をするし、名古屋の英語の研究

会で発表もします。でも、小学校の先生たちとよく

打ち合わせができていますから、授業は絶好調です。

その３つとも、つながりがあり、楽しんでいます。

とにかく、締め切りが近づいていま～す。

勝
央
川
柳
社
　
兼
題
「
努
め
る
」�

晩
学
の
努
力
時
々
不
整
脈

古
山
は
つ
子

ほ
が
ら
か
さ
努
め
る
影
に
あ
る
隙
間

赤
堀
　
綾
子

振
り
向
か
ず
明
日
の
夢
見
て
努
力
す
る

山
下
　
恵
子

ぼ
け
防
止
努
め
て
人
と
話
し
す
る

竜
門
　
真
人

懸
命
に
努
め
て
悔
い
の
な
い
暮
し

檜
尾
　
絹
子

癌
ら
し
い
努
め
て
病
名
触
れ
ぬ
情

赤
木
　
供
子

努
め
得
た
趣
味
が
老
後
を
活
気
づ
け

山
　
祐
之

角
が
と
れ
努
め
終
え
た
る
老
い
の
自
負

竹
久
　
英
子

告
知
さ
れ
努
め
て
元
気
夜
は
長
い

山
名
　
昭
子

努
力
し
て
歩
け
ば
季
節
の
旬
と
逢
い

神
田
チ
ヨ
子

自
我
押
さ
え
努
め
て
相
手
を
た
て
て
い
る

平
井
　
好
子

懸
命
に
朝
夕
努
め
て
今
日
が
あ
り

酒
本
千
代
子

逃
げ
ま
い
ぞ
愛
で
努
め
る
看
護
の
手

古
山
恵
美
子

努
め
て
る
つ
も
り
届
か
ぬ
思
い
や
り

古
山
　
禮
子

悩
み
ご
と
あ
れ
ど
努
め
て
前
向
き
に

横
林
　
和
子
　

勝
央
俳
句
会
十
一
月
例
会
作
品
抄

何
無
く
も
客
に
す
す
め
る
置
炬
燵

長
船
　
久
志

獅
子
頭
顔
に
迫
り
し
秋
祭
り

宮
野
　
潤
子

腹
這
ひ
の
子
も
猫
も
ゐ
る
掘
炬
燵

国
正
　
鈴
子

気
が
ね
な
く
一
人
の
こ
た
つ
広
く
寝
る

竹
久
　
翠
雲

母
の
香
の
残
る
炬
燵
や
里
の
家

淺
田
　
　
香

絹
に
触
れ
手
荒
れ
に
気
づ
き
冬
支
度

河
野
　
栄
子

担
ぎ
手
の
太
き
か
け
声
秋
祭
り

井
並
　
充
子

戸
隠
の
里
真
白
な
る
蕎
麦
の
花

小
林
　
薫
女

も
し
か
し
て
ひ
と
待
つ
心
炬
燵
組
む

河
本
　
啓
子

手
の
ひ
ら
に
そ
っ
と
の
せ
た
る
熟
柿
か
な

下
山
　
智
江

吾
作
る
り
ん
ご
夕
陽
に
染
ま
り
た
り

浜
田
と
よ
子

用
意
す
る
炬
燵
を
先
づ
は
組
み
立
て
て

宮
野
　
節
子

す
わ
る
座
の
き
ま
り
て
炬
燵
た
の
し
め
り

福
嶋
恵
美
子

柿
の
葉
は
か
け
っ
こ
の
如
く
落
ち
て
舞
ひ

久
安
　
　
勝

菊
に
立
ち
歩
け
る
事
の
し
あ
わ
せ
を

室
井
　
稔
子

立
冬
や
か
け
か
え
て
み
る
床
の
軸

竜
門
　
正
通

炬
燵
出
す
用
意
の
布
団
ま
ず
干
し
ぬ

水
嶋
　
鮮
子

高

静靜
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■町社会福祉協議会へ
◇勝間田　有重　龍男（亡妻　ふみ子）
勝央苑にも

◇　岡　　青井　延江（亡父　守）

◇　岡　　下山　繁樹（亡母　美智與）
岡老人クラブにも

◇植月東　東　　千秋（亡父　博史）
植月東老人クラブにも

◇植月北　忠政　弘之（亡子　豊）

◇植月北　水島さか江（亡夫　数太郎）
草笛老人クラブにも

◇植月北　酒本　節惠（亡夫　信義）
南光荘、植月北老人クラブにも

◇豊久田　木多　　實（亡父　宗臣）
豊久田下老人クラブにも

◇曽　井　小林　　修（亡母　迪子）
曽井老人クラブにも

◇石　生　藤川　正秀（亡兄　享）
南光荘にも

◇下町川　山本　知章（亡母　竹内　光子）
勝央苑、南光荘、下町川老人クラブにも

◇為　本　野口　祐志（亡父　一雄）
勝央苑、高取老人クラブにも

人の動き 平成１８年１１月１日現在

人　口　１１，４８０人（前月比　－５）

男　５，５０８人　　女　５，９７２人

世帯数　３，９６３世帯（前月比　＋９）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

国民年金保険料は所得税法及び地方

税法上、健康保険や厚生年金などの社

会保険料を納付した場合と同様に、社

会保険料控除としてその年の課税所得

から控除され、税額が軽減されます。

控除の対象となるのは、平成１８年１
月から１２月中に納めた保険料全額
（過去の年度分や追納保険料なども含みます）です。

また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族

（大学生の子ども等）の負担すべき国民年金保険料を支

払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けら

れます。

なお、平成１８年中に納付した国民年金保険料につい

て、社会保険料控除を受けるためには年末調整や確定

申告を行うときに、領収証書など保険料を支払ったこ

とを証明する書類の添付等が必要となります。

このため、国民年金保険料を納付された方には、社

会保険庁から『社会保険料（国民年金保険料）控除証

明書』を送付していますので、申告書の提出の際には

必ず添付等してください。

税法上、とても有利な国民年金は、老後はもちろん

不慮の事故など万一のときにも心強い味方です。その

ためにも保険料は納め忘れのないようキチンと納めま

しょう。

詳しくは、津山社会保険事務所（�３１－２３６３）

へお問い合わせください。

納めた国民年金保険料は
全額が社会保険料控除の対象です

国
民
年
金

だ
よ
り

央勝かやわさ

下山　由
ゆ

紀
き

さん
（岡／２６歳）

★お仕事は？
岡山県交通安全協会の職員です。美作・津
山・美咲警察署で交通関係の事務の仕事をし
ています。
★趣味は？
ドライブや買い物です。岡山市や神戸市ま
で買い物にでかけます。
★理想の異性は？
特に理想はありません。そのときのフィー
リングです。
★今、やりたいことは？
温泉が大好きなので温泉めぐりがしたいで
す。今、一番行ってみたい温泉は湯布院です。
★最近の出来事は？
京都にお寺めぐりに行きました。嵐山の駅
にある足湯にも行き、のんびり楽しみました。
★まちに一言
みんな安心して楽しく暮らせるまちづくり
を進めてもらいたいです。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
勝
央
町
在
住
で
頑
張
っ
て
い
る
若
者
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
人
は
、
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
勝
央
町

役
場
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

た
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
は
、
抱
っ
こ
・
お
ん

ぶ
・
お
し
め
替
え
・
身
長
体

重
計
測
・
授
乳
・
離
乳
食
の

与
え
方
な
ど
を
緊
張
の
面
持

ち
で
体
験
し
、
子
育
て
を
幸

せ
だ
と
実
感
し
て
い
る
お
母

さ
ん
方
か
ら
、「
愛
情
」「
ぬ

く
も
り
」「
安
心
感
」「
信
頼
」

な
ど
の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る

子
育
て
の
あ
り
方
を
伝
授
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真

は
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
！
。
微

笑
ま
し
い
光
景
に
参
加
者
の

心
も
和
み
ま
し
た
。

島
へ
の
修
学
旅
行

古
吉
野
小
学
校

広

赤

▼
表
紙
の
写
真
は
、
１１
月
７
日
に
行
わ
れ

た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
上
）
と
１１
月
１９

日
に
行
わ
れ
た
駅
伝
大
会
（
下
）
の
よ
う

す
で
す
。
両
日
と
も
冷
た
い
風
が
吹
く
中

で
大
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
た

ち
は
寒
さ
に
負
け
ず
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

▼
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
カ
月
と
な

り
ま
し
た
。
「
師
が
走
る
」
と
書
い
て

「
師
走
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
年

の
瀬
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
何
か
と
急
か

さ
れ
る
よ
う
に
行
動
し
が
ち
で
す
。
こ
う

い
う
と
き
に
こ
そ
落
ち
着
い
て
交
通
安
全

等
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

こ
の
「
師
走
」
の
「
師
」
と
は
誰
の
こ
と

か
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？
先
生
、
お
坊

さ
ん
、
師
匠
と
諸
説
い
ろ
い
ろ
あ
る
み
た

い
で
す
が
、
と
に
か
く
そ
う
い
っ
た
普
段

落
ち
着
い
た
人
で
も
走
り
回
る
ほ
ど
忙
し

い
時
期
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

▼
左
の
写
真
は
、
河
原
に
あ
る
大
イ
チ
ョ

ウ
で
、
町
指
定
天
然
記
念
物
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
、
何
度
か
テ
レ
ビ
番
組
で

紹
介
さ
れ
た
よ
う
で
、
町
外
の
人
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
が
役
場
に
も
何
度
か
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
広
報
紙
が
出
る
頃
に
は
紅
葉

の
見
頃
は
過
ぎ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。 あ

と
が
き

ち
ゃ
ん
っ
て
か
わ
い
い
！

〜
乳
児
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
〜

勝
間
田
高
校

我が子自慢の父親の図！

荒

高
校
生
が
赤
ち
ゃ
ん

と
ふ
れ
あ
う
体
験
学
習

を
、
９
月
２２
日
と
１０
月

６
日
の
両
日
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、

総
合
学
科
１
年
生
を
対

象
と
し
、
今
年
で
５
年

目
を
迎
え
ま
す
。

会
場
と
な
っ
た
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

は
、
高
校
生
に
子
育
て

の
経
験
を
伝
え
た
い
と

い
う
熱
心
な
お
母
さ
ん

と
、
催
し
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
く
愛
育

委
員
の
皆
さ
ん
が
多
数
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
赤
ち
ゃ
ん

の
泣
き
声
や
お
母
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
生
徒
の
声

も
相
ま
っ
て
、
熱
気
に
満
ち

前
で
の
セ
レ
モ
ニ
ー
も
頑
張

り
ま
し
た
。
途
中
で
大
勢
の

観
光
客
や
高
校
生
が
周
り
に

集
ま
り
ま
し
た
が
、
平
和
へ

の
誓
い
・
折
り
鶴
の
歌
の
合

唱
を
堂
々
と
行
い
、
全
校
で

折
っ
た
千
羽
鶴
を
さ
さ
げ
ま

し
た
。
そ
の
あ
と
、
笠
岡
貞

江
さ
ん
の
被
爆
体
験
講
話
を

１
時
間
真
剣
に
聞
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
「
一
人
ひ
と

り
の
人
間
は
弱
い
け
れ
ど
、

目
標
を
持
っ
て
み
ん
な
が
力

を
合
わ
せ
れ
ば
、
大
き
な
力

と
な
る
」
と
い
う
言
葉
が
と

て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。

こんな自分でも
「自尊感情」の話です。
「自己肯定」とも表現するこの
言葉、新聞などでよく見かけます。
それは、自分を信頼し「こんな
自分でもいいんだ」と自信を持つ
ことを表します。
◆学校の先生によると、最近は自
分に自信が持てず、すぐ傷つく子
どもが増えているそうです。
明るく元気にみえる今の子ども
たちですが、自尊感情（自己肯定
感）が乏しく、ゆれ動いているこ
とが分かります。
◆自分を大事にできない子どもは
何事にも本気で打ち込めません。
子どもたちに自己肯定感、自信
を与えることが、明日を生きる力
をつけることになります。

（教育委員会）

平和セレモニーのようす

古
吉
野
小
学
校
の
６
年
生

は
、
１０
月
に
広
島
へ
修
学
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。

平
和
と
歴
史
学
習
を
ね
ら

い
と
し
、
充
実
し
た
も
の
に

な
り
ま
し
た
。
家
族
旅
行
で

は
体
験
で
き
な
い
乗
り
物

（
町
バ
ス
・
在
来
線
・
新
幹

線
・
路
面
電
車
・
フ
ェ

リ
ー
）
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
も
実
に
楽
し
そ
う
で
し

た
。平

和
学
習
で
は
、
平
和
記

念
資
料
館
を
じ
っ
く
り
見
学

し
、
当
時
の
悲
惨
な
状
況
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

次
に
、
平
和
の
子
の
像
の


